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●かしだ・ひでき　1959年北海
道生まれ。ボルネオ島熱帯林の先
住民に関わる活動を経験。国内外
の社会問題、環境問題や人物ルポ
を手がける。著書に『「新しい貯
金」で幸せになる方法』など。

い
』
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
東
海
道
新
幹
線
の
老
朽
化
対
策

な
ど
の
工
事
で
ダ
イ
ヤ
変
更
が
必
要
な
ら
ば
、
い
く
ら
で
も
協

力
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
接
点
な
い
ま

ま
来
て
し
ま
っ
た
反
省
点
が
あ
る
。
未
来
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
」

大
改
修
が
必
要
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
だ
か
ら

な
ぜ
リ
ニ
ア
な
の
か
が
山
田
に
は
分
か
ら
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
あ
と
の
山
陽
新
幹
線
も
、
東
日
本
大
震

災
の
あ
と
の
東
北
新
幹
線
も
補
修
の
た
め
何
十
日
も
止
ま
っ
た

の
に
、
文
句
を
言
っ
た
国
民
は
皆
無
。
だ
か
ら
二
〇
一
八
年
に

大
改
修
が
必
要
な
ら
、
国
民
に
周
知
す
れ
ば
東
海
道
新
幹
線
を

何
ヵ
月
か
止
め
て
も
理
解
は
得
ら
れ
る
。
九
兆
円
と
三
十
一
年

間
も
の
工
期
は
不
要
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
も
楽
に
な
れ
る
。
山

田
は
そ
れ
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。

対
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
環
境
保
全
事
務
所
東
京
所
長
の
回
答
は

こ
う
だ
っ
た
。「
東
海
道
新
幹
線
は
ま
も
な
く
開
業
五
十
年
。

四
〜
五
年
で
一
気
に
建
設
し
ま
し
た
。
壊
れ
る
の
も
一
気
に
き

ま
す
。
バ
イ
パ
ス
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
太
平
洋
側
は
災
害
の

危
険
性
が
高
い
。
耐
震
補
強
も
や
っ
て
い
る
が
、
お
客
様
の
命

を
大
切
に
し
た
い
」

予
想
は
し
て
い
た
が
、
議
論
は
平
行
線
だ
っ
た
。

②
「
東
海
道
新
幹
線
の
大
改
修
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
の
で
、

バ
イ
パ
ス
が
必
要
」。
一
九
六
四
年
開
通
の
東
海
道
新
幹
線
は

寿
命
七
十
年
の
設
計
だ
が
、
予
想
以
上
の
運
行
の
結
果
、
二
〇

一
八
年
か
ら
で
も
大
改
修
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

③
「
移
動
時
間
の
短
縮
」

だ
が
山
田
が
言
う
と
お
り
、「
ち
ょ
っ
と
勉
強
す
れ
ば
」
不

可
思
議
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
Ｊ
Ｒ
東
海
の
「
有
価
証
券
報
告
書
」
を
見
る
と
、

東
海
道
新
幹
線
の
座
席
利
用
率
は
〇
三
年
度
が
六
六
・
二
％
で

一
一
年
度
が
五
九
・
一
％
。「
輸
送
力
の
限
界
」
と
は
逆
の
事

実
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
気
づ
か
れ
て
な
の
か
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
、
最
近
は
こ
の
理

由
を
強
調
し
な
く
な
っ
て

い
る
。

で
は
、「
バ
イ
パ
ス
が

必
要
」
は
ど
う
な
の
か
？

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
交
渉
の
冒

頭
で
、
山
田
は
次
の
よ
う

に
主
張
し
た
。

「
住
民
に
は
『
あ
る
も
の

を
大
事
に
し
て
い
き
た

７
Ｇ
は
毎
年
一
度
、
全
国
各
地
を
一
日
三
十
キ
ロ
歩
き
な
が

ら
、
平
和
や
環
境
保
全
を
訴
え
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
一

二
年
三
月
十
一
日
に
沖
縄
県
名
護
市
を
出
発
し
た
今
回
の
ウ
ォ

ー
ク
で
も
、
代
表
の
山
田
俊
尚
は
歩
く
仲
間
と
リ
ニ
ア
問
題
を

話
し
合
い
、
こ
の
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
東
京
本
社
と
の
交
渉
が
実
現

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
東
京
本
社
と
の
交
渉
ま
で
あ
と
五
分
。
十
数

人
の
メ
ン
バ
ー
を
前
に
山
田
が
声
を
上
げ
た
。

「
こ
の
計
画
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
す
れ
ば
、
誰
が
見
て
も
変
で

す
」Ｊ

Ｒ
東
海
が
主
張
し
て
き
た
リ
ニ
ア
推
進
の
理
由
は
、
大
雑

把
に
書
け
ば
以
下
の
三
つ
だ
。

①
「
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
力
の
限
界
」。
こ
れ
以
上
の
客
数

は
扱
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

総
事
業
費
九
兆
円
に
上
る
世
界
最
大
の
鉄
道
事
業
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
。
南
ア
ル
プ
ス
貫
通
と
い
っ
た
巨
大
土
木
工
事
な

ど
建
設
資
金
の
財
源
は
あ
い
ま
い
だ
。
ま
た
運
行
に
必
要
と
さ

れ
る
莫
大
な
電
力
を
ま
か
な
う
の
は
原
発
を
想
定
し
て
い
る

か
？

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
着
工
は
来
年
に
迫
る
。
そ
も
そ
も
東

京
・
大
阪
を
六
十
七
分
で
結
ぶ
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
文
中
敬
称
略
）

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
二
日
の
朝
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

始
発
駅
と
な
る
東
京
の
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
に
市
民
団
体
「7  

G
eneration W

alk

」（
７
世
代
ウ
ォ
ー
ク
。
以
下
７
Ｇ
）
と
支
援

者
た
ち
は
集
ま
っ
た
。

「
夢
の
超
特
急
」の
暴
走
⁉（
中
）

JR東海職員（左側）と７Gのメンバー。右端が山田
俊尚さん。JR品川駅で


